
令和7年度愛知県漂着ごみ組成調査業務報告書（概要版）
１ 調査概要
○ 調査地点と調査実施日

２ 調査結果（令和7年度）

○ 調査方法

・調査範囲︓汀線方向の幅を50mとして、調査時の海岸汀線付近から海岸の後背地までの間。
・調査対象ごみ︓主に長さ2.5cm以上の漂着ごみを調査対象として回収。
・分類及び計測︓ガイドラインの分類表に従い分類し、重量、容量、個数を計測。

・地方公共団体向け漂着ごみ組成調査ガイドライン(令和7年5月 第4版)（環境省）に
基づき調査を実施。

○ 伊勢湾小鈴谷周辺地点
【重量（㎏︓％）】

○ 三河湾形原周辺地点

○ 遠州灘西七根周辺地点

▲作業前の調査区域
（伊勢湾小鈴谷周辺地点）

▲作業前の調査区域
（遠州灘西七根周辺地点）

【個数（個︓％）】

【重量（㎏︓％）】

【個数（個︓％）】

【重量（㎏︓％）】

【個数（個︓％）】

▲特徴的なごみ
(食品容器(発泡スチロール))
(伊勢湾小鈴谷周辺地点)

▲特徴的なごみ
(たばこ吸殻(フィルター))
(三河湾形原周辺地点)

▲特徴的なごみ
(漁具以外のプラスチックのひも)
(遠州灘西七根周辺地点)

:人工物の大分類別の組成 :プラスチックの容器包装等の組成
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３ 調査結果（経年変化）
○ 伊勢湾小鈴谷周辺地点
【重量（kg）】

【個数（個）】

・漂着物の組成としては、重量において自然物が多く、個数において人工物が多い傾向があった。人工物の大分類別の組成では、プラスチックが多い傾向が見られる。
・伊勢湾小鈴谷周辺地点では重量において、プラスチックの容器包装等の組成の中の容器包装が、過年度多い傾向がみられたが、本年度は海域由来が多くみられた。個数では引き続き容器包装が多い傾向がみられた。
・三河湾形原周辺地点では重量において、プラスチックの容器包装等の組成の中のその他に該当する分類が多く、個数では製品に該当する分類が多くみられた。
・遠州灘西七根周辺地点では過年度を通して、特定のごみが多くみられる傾向はなく、各年度にて多くみられるごみが異なった。

【重量（kg）】

【個数（個）】

【重量（kg）】

【個数（個）】

○ 三河湾形原周辺地点

○ 遠州灘西七根周辺地点
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:人工物の大分類別の組成 :プラスチックの容器包装等の組成
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